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はじめに

ワカサギ Hypomesusnipponensisは，国内では北海
道および本州の利根川以北と島根県以北の内湾や沿岸
,湖沼河川に自然分布しているが，移殖放流により人工
湖にも生息している1）。千葉県の人工湖でも三島湖
（君津市），豊英湖（同市），亀山湖（同市），高滝湖
（市原市）等で本種の生息がみられる。ワカサギの人工
湖での繁殖については，神奈川県相模湖2），岐阜県伊
自良湖3）での報告があるが，千葉県の人工湖に関して
は報告されていない。
千葉県の房総半島中央部に位置する高滝湖では，

1991年以降ワカサギ卵の放流等が行われ，現在ではワ
カサギ釣りを目的として年間6,000人以上が訪れている。
筆者らは，10年以上に及ぶワカサギ卵の放流により，
人工湖である同湖において継続的な自然産卵が行われ
るようになったことを明らかにしたので報告する。

材料および方法

高滝湖の概要
高滝湖は，房総半島中央部を流れる養老川の中流に

位置し，1990年の高滝ダム建設により湛水した湖（有
効貯水量1,250万逢，湛水面積1.99挨）である。現在の
水深は最深部で11.7m，大部分が６m以浅＊＊であり，
流入河川には養老川本流の他，古敷谷川がある。
湖内表層水温
高滝湖の北東部にある浮産卵礁近傍（図１）におい

て，水面下0.5mにRMT水温計（離合社）またはTidbiT
（米国オンセット コンピューター社）を設置し,１時
間毎に水温を連続測定した。測定値から年月別に平均
値を求めた。測定期間は1995年5月～2001年11月およ
び2005年３月～2007年８月とした（1996年４～９月，
1998年11月～1999年７月，2000年６月～2001年２月は
欠測）。
遡上親魚および産着卵
2006年および2007年の２月中旬～５月上旬に産卵適
地4）と考えられる養老川流入地点より上流3.5㎞ 地点
（st.A）および4.5㎞地点（st.B）において，遡上親魚の
有無を目視観察した（図１）。併せて，金属製の溝さら
え（採集部の面積 約302哀）を用いて河床表面の砂礫
を掬い上げることを5回繰り返し，礫に付着している
卵を採集した。採集した卵は５％ホルマリンで固定し，
付着膜の有無によりワカサギ卵の同定を行った。また，
調査期間中（2006年は３月８日以降），st.Bにおいて
TidbiT（前出）を設置し，１時間毎に水温を連続測定
した。
ワカサギ仔魚
ワカサギ仔魚の採捕は，2002年３月，2003年３月，
2004年４月および2005～2007年の２月～４月に高滝湖
の東岸３地点（st.1,st.2,st.3）において稚魚ネット
（口径70㎝，側長150㎝，網地規格NGG38）を用い，５
分間の表層曳き（曳航速度約１m／秒）により行った
（図１）。
採捕したワカサギ仔魚は５％ホルマリンで固定し，
後日調査地点別に計数した。また，仔魚の形状が保た
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れている個体については，万能投影機で体長（仔魚の
吻端から尾軸骨の後端まで）を測定した。なお，2006
年４月以降はst.3に土砂が堆積し，稚魚ネットの曳網
が不可能となったため，st.1,st.2のみで採捕を行った。
動物プランクトン
動物プランクトンの採集は，2005年３～４月，2006
～2007年の２～４月のワカサギ仔魚の採捕と同日に行
い，調査地点（st.1,st.2）において北原式表面プラン
クトンネットを用い，水深2mから表面まで鉛直曳き
した。採集試料は５％ホルマリンで固定し，カイアシ
亜綱およびカイムシ亜綱のプランクトンは目別に計数
し，それ以外のプランクトンは属別に計数した。また，
カイアシ亜綱の幼生はカイアシ亜綱（ノープリウス）
として計数した。なお，同じ調査日における動物プラ
ンクトン密度の平均値を調査日の密度とした。

結 果

湖内表層水温
高滝湖における年月別の表層水温を図２に示す。年

間水温は1月もしくは２月に最低となり，5.3～7.4℃の

範囲であった。また，７月もしくは８月に最高となり，
28.1～30.3℃の範囲であった。
遡上親魚および産着卵
遡上親魚および産着卵の出現状況を表１に示す。
2006年は２月下旬に両地点で遡上親魚が確認され始め，
st.Aでは５月上旬まで，st.Bでは４月中旬まで確認さ
れた。産着卵は２月下旬にst.A，3月上旬にst.Bで採集
され始め，両地点とも５月上旬まで採集された。また，
産着卵が確認された期間の日平均水温は8.9～15.9℃の
間で推移した（図３）。
2007年は調査期間中にわたり，両地点とも遡上親魚
が確認されなかった。しかし，産着卵は２月下旬に両
地点で採集され始め，st.Aでは4月上旬まで，st.Bでは
4月中旬まで採集された（表１）。また，産着卵が確認
された期間の日平均水温は7.2～16.1℃の間で推移した
（図３）。
ワカサギ仔魚
採捕されたワカサギ仔魚尾数を表２，仔魚の体長組
成を図４，卵放流日またはふ化器から仔魚を放流した
日（以下，ふ化仔魚放流日）を表３に示す。仔魚は2002
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図１ 水温測定点（○），産着卵の採集地点（st.A,B）およびワカサギ仔魚の採捕地点（st.1,2,3）
湖内の矢印は，稚魚ネットを曳いた方向と距離を示す
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年から2007年の各年において採捕された。月別では３
月および４月の調査では採捕されたが，２月の調査
（2005～2007年）では採捕されなかった。
2002年，2003年，2005年については，卵放流日また
はふ化仔魚放流日以前に全ての調査を実施し，３月以
降ワカサギ仔魚が採捕された。2004年は４月（卵放流
日の約７日後）に調査を実施し，採捕された仔魚の中
に体長10.0～14.6㎜のものが出現した（図４）。2006年
は４月の調査（卵放流日の33日後，ふ化仔魚放流日以
前）において，採捕された仔魚の中に体長4.0～4.9㎜の
ものが出現した（図４）。2007年は３月の調査（ふ化仔
魚放流日以前）において仔魚が採捕され，４月の調査
（ふ化仔魚放流期間中）において採捕された仔魚の中に
体長10.1～13.8㎜のものが出現した（図４）。

動物プランクトン
動物プランクトンの密度の推移を図５に示す。調査
したいずれの年もカメノコウワムシ属Keratellaspp.，
ミツウデワムシ属Filiniaspp.，ハネウデワムシ属
Polyarthraspp.，フクロワムシ属Asplanchnaspp.，カイ
アシ亜綱（ノープリウス），ケンミジンコ目Cyclopoida,
ゾウミジンコ属Bosminaspp.が採集された。2006年に
は上記の他,繊毛虫門のコドネラ属Codonellaspp.，ツ
ボワムシ属Brachionusspp.，カイムシ亜綱のポドコー
パ目Podocopida，ミジンコ属Daphniaspp.が採集され
た。
採集された動物プランクトンの内，ワカサギふ化仔
魚の餌料5）となる小型のワムシ（カメノコウワムシ属，
ミツウデワムシ属，ハネウデワムシ属）とカイアシ亜
綱（ノープリウス）を合わせた密度は，いずれの年も
３月の密度（659～829個体／L）が４月の密度（12～
507個体／L）より高い傾向がみられた（図５）。
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表１ 遡上親魚および産着卵の出現状況

図２ 高滝湖における年月別の表層水温
1996年4～9月，1998年11月～1999年7月，

2000年6月～2001年2月は欠測

図３ 産卵場の水温変化（st.B）
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表２ 採捕されたワカサギ仔魚尾数

－：未調査

表３ 卵放流日およびふ化仔魚放流日

図４ ワカサギ仔魚の体長組成
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図５ 動物プランクトン密度の推移
＊ツボワムシ属，ミジンコ属，ポドコーパ目，コドネラ属をその他とした
区切り線は，ふ化仔魚の餌料プランクトン密度の合計を示す

図６ 放流卵量の実績
ふ化器を使用した場合は，ふ化器への収容卵量の実績
出典：千葉県漁業資源課および養老川漁業協同組合資料



藍・尾崎

考 察

2007年の調査から，高滝湖におけるワカサギが流入
河川で自然産卵し，ふ化仔魚が湖内に出現，成長して
いくという一連の再生産過程を確認することができた。
また，2002年，2003年，2005年の調査では，卵放流日
またはふ化仔魚放流日以前に仔魚が出現し，自然産卵
由来と判断された。2004年には卵放流日から約1週間
後に体長10㎜以上の仔魚が出現したが，卵放流した発
眼卵が翌日にふ化してもこの大きさに達しない6）と考
えられ，これらは，卵放流由来ではなく自然産卵由来
と判断された。2006年には発眼卵の卵放流日（３月15
日）の約１か月後に体長4㎜台のふ化後間もない仔魚が
出現した。2006年3月の平均表層水温（10.5℃）ではふ化
までに１か月を要しない7）ことから，これらは自然産卵由
来と判断された。以上のことから，同湖では少なくとも
2002年以降継続して自然産卵が行われていたといえる。
ワカサギの生息水温は0～30℃と広範囲であり7），こ

のことが高滝湖のような比較的温暖な人工湖において，
生育し産卵することのできた一要因であると考えられ
る。2006，2007年における産卵時期の水温（7.2～16.1
℃）は，本種のふ化適温とされる概ね6～19℃7）の範
囲内であり，自然産卵はふ化するのに好適な水温の時
期に行われていた。卵放流やふ化仔魚の放流は，種卵
産地のワカサギ産卵期の関係等から4月以降に行われ
ることが多かった。一方，自然産卵由来の仔魚は３月
以降湖内に出現していた。ワカサギ仔魚の生残率は，
給餌開始時期がふ化3日後では著しく低下する8）とさ
れている。また，霞ケ浦では初期餌料発生密度が高い
時期にワカサギ孵化仔魚の生残率が高かった9）として
いる。本調査の結果では，ふ化仔魚の餌料となる動物
プランクトン量は，４月より３月に多い傾向がみられ，
自然産卵由来の仔魚は，初期餌料環境が好条件な時期
に出現し始めていた。高滝湖では1991年以降，卵放流
やふ化仔魚放流を毎年実施しており，自然産卵が確認
される前の2001年までの卵放流量は，多い年で12,500
万粒，少ない年で7,000万粒であった＊（図6）。湛水後
10年以上に及ぶ卵放流の結果，量的な評価は別として，
高滝湖の自然環境に順応した再生産群が形成されてい
ると考えられる。
本県は卵放流やふ化仔魚放流用の種卵を全て他県に

依存しており，近年，その確保が難しい状況にある。この
ため，高滝湖の自然産卵親魚の存在は，同湖ならびに県
内他湖沼への千葉県産種卵の供給に道を開くことになろう。

要 約

1）千葉県の人工湖である高滝湖においてワカサギの
自然産卵状況を把握するため，2006年，2007年に
流入河川で遡上親魚や産着卵の出現状況ならびに
2002年～2007年に湖内で仔魚の出現状況を調べた。

2）流入河川では2006年に親魚の遡上が確認され，
2006年および2007年には産着卵が確認された。湖
内では2002年～2007年の各年において自然産卵由
来のワカサギ仔魚が確認された。これらのことか
ら，同湖では2002年以降継続して自然産卵してい
ることが明らかになった。

3）湛水後10年以上に及ぶ卵放流の結果，量的な評価
は別として，同湖の自然環境に順応した再生産群
が形成されていると考えられた。
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